
府民の森ほしだ園地園地探鳥会 （第４土曜日両園地通算第300回）

令和７(2026)年1月24日(土)9:30～14:30頃 日本野鳥の会大阪支部

友田武・神戸徹・新名泰博・吉山 晃・高田伸二・平軍二 (090-6901-1425)

Ⅰ③大阪府アオシギ
大阪府鳥類目録2016

右図の通り大阪府内でのアオ

シギの観察は稀れ、あまり多く

ありません。

Ⅰ 交野の鳥シリーズ
 (146)アオシギ
ほしだ園地への遊歩道でアオシギが観察されました。右写

真は一週間前の今月21日に河村壽氏が確認され、交野

バードに公開されたアオシギです。

今回1月ほしだ園地探鳥会でも観察されており約2か月

滞在中、昨日3/27

kinouしていま も松山様によりされた

てようです ようです。

今日はどうでしょうか。

河村壽氏

20260321→

渡邊信義氏

←20260124

Ⅰ②交野市のアオシギ （友田武氏集約） ➝

友田武氏は交野野鳥の会会員の方が、交野市内で観察

された野鳥について、2008年から毎日集約されていますが、

アオシギの観察日数は右図の通りです。

今年は上記河村壽氏が確認された3月21日まで、20日間観察

されており、過去最高の滞在（確認）日数となっています。

今日はどうでしょうか。

ほしだ園地・くろんど園地両探鳥会の担当リーダーとして、高田伸二さんにお願いしました。
正式には、支部HPでの案内は4月度探鳥会から、むくどり通信では５月発行号からになりますが、今
月からご協力をお願いしたいと思っています。よろしくお願いします。

夏5/20～7/20 秋7/21～11/30 冬12/1～2/末 春3/1～5/19

←Ⅰ④東アジアでの繁殖・越冬状況

フィールドガイド日本の野鳥 高野伸二著（日本野鳥の会）

淡緑色は主な越冬地で、日本は越冬地とわかります。

桃色が主な繁殖地で、両者が重なった緑褐色は、留鳥としてほぼ周年生息

地ですが、左図の通り、繁殖個所・留鳥個所が複雑です。
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Ⅱ①ほしだ園地ハヤブサ
1月探鳥会資料に書iいたが、ハヤブサは

ほしだ園地で2005年より繁殖していたが、

2019年以降繁殖しなくなりました。

原因が営巣個所に雑木が生育したため

と推定され、交野野鳥の会会長名（神戸徹氏）

で、大阪府に対し「雑木の伐採」を申し入れ

ました。

その結果、雑木は伐採されたものの、

ハヤブサのお気に召さないようで、昨2025年

まで繁殖していません。

今年は雄雌が確認されており、8年ぶりの

繁殖・子育てを期待している。

左写真は2日前、3月26日河村壽氏撮影➝

雄・雌と思われる2羽が、営巣個所近くの

岩場に姿を見せた。

Ⅱ② 今は懐かしハヤブサの子育て 2012年（河村壽氏）
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Ⅲ①先々月(1月24日) ほしだ園地探鳥会
歩き始めてすぐ私市住宅地の電線にツグミが沢山とまっており（トータル42羽）、植物園前の道では両園地探鳥会で初記録

のオナガガモ1羽、アオジが7羽（鳴き声）もいた。園地へ向かう天野川沿いのハイキング道では1月中旬からアオシギ情報が

あったことから、探しながら行くと川の中の草むらに見つかり、全員でじっくり観察出来た。その後も途中アオサギ、ダイサギ、コ

サギを観察した。ほしだ園地内に入って鳥が少なくなり、1月に入ってペアが確認されていたハヤブサも見つからなかった。昼

食後、交野吊り橋（星のブランコ）まで行ったが、鳥は少ないままでした。しかし帰りにピトンの小屋前に戻ると、午前中いなかっ

たハヤブサがおり、久しぶりに観察できた。帰り路でバン、ゴイサギ、ビンズイも出ました。

寒い一日でしたが、両園地探鳥会で初記録のアオシギ、オナガガモを観察したこと、探鳥会資料に入れたハヤブサも出てくれ

たなどから、観察鳥種が34種と多くなり、気持ちよく終えることができた。 （写真 渡邊信義氏）

Ⅳ ４月くろんど園地探鳥会 2026/4/25（土）9：30私市駅前

今月と同じように、大阪支部HPのホームズ様式からお申し込みください。

昨年4月のくろんど園地探鳥会では、センダイムシクイ・オオルリが出てくれました。

今年はどうでしょうか。 （写真渡邊信義氏）

ジョウビタキ オナガガモ ハヤブサ ビンズイ

Ⅲ②先月(2月28日) くろんど園地探鳥会
スタート直後の私市住宅地で上空を飛びまわるイワツバメの群、そして木々にはシジュウカラ・エナガが見えました。上りのハ

イキング道で鳥は出なかったが、園地に入ってくろんど池との分かれ道のイロハモミジにウソ、交換広場のアキニレにもウソが

いて、実をついばんでいた。途中、貯水ダム周辺のオオバヤシャブシは、例年マヒワ・アトリがきている所であるが、鳥はいな

かった。今日の資料に入れたヒレンジャク、八つ橋周辺のラクウショウやコナラの枝先にいる所を見たが、遠くで見えにくくカメ

ラの方の映像を確認してヒレンジャクとした。園地内のあちこちでツグミ10羽ぐらいの群が見られたが、園内のカキノキに実が

残っている所があるなど、例年より冬鳥の少ないことを示していた。モズ・ムクドリ・アオジ・セキレイが出なかったものの24種の

鳥がでた。ウソ・ヒレンジャクに助けられ探鳥会を終えた。 （写真 小河敏之氏）

イロハモミジ ウソ２態 アキニレ ヒレンジャクの群（ラクウショウ）
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Ⅴ 探鳥会記録（くろんど園地・ほしだ園地）
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